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岡
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子

老
の
身
も
寄
れ
ば
話
し
に
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一
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の
恙
を
寫
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く
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色
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を
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と
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も
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松
野
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せ
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み
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市
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桂
造

野
の
花
は
素
朴
地
味
だ
が
刺
が
無
い
　
　
　
　
十
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谷
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い
い
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だ
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が
た
く
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ん
咲
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て
い
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守
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斬
新
な
生
け
花
に
暫
し
歩
を
止
め
て
　
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子
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●作文コンテスト
　【小学校の部】
　　最優秀賞　犯罪のこわさ　　　　　　菅　　結愛（鮎貝小６年）
　　優 秀 賞　社会が明るくなるために　黒澤　瀬奈（鮎貝小６年）
　【中学校の部】
　　優 秀 賞　いじめの第三者の人々に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土屋　大地（白鷹中３年）
　　優 良 賞　明るい社会　　　　　　　紺野　翔矢（白鷹中３年）
●標語コンテスト
　【小学校の部】
　　優 秀 賞　わるい事　見て見ぬふりも　わるい事　　　　　　小林　成那（鮎貝小３年）
　　優 良 賞　だいじょうぶ　その一言で　ほっとする　　　　　樋口　　巧（蚕桑小５年）
　　　　　　　いじめない　ぼくもされたら　いやだもん　　　　三浦　聡信（鮎貝小１年）
　　　　　　　たからもの　命は一つ　買えないよ　　　　　　　橋本　瑞歩（荒砥小５年）
　　　　　　　やさしさで　人は変わる　変えられる　　　　　　小林　悠愛（東根小５年）
　【中学校の部】
　　優 秀 賞　「おかしいな」　そう思ったら　声掛けて　　　　　廣居　千尋（白鷹中３年）
　　優 良 賞　あたたかい　言葉のシャワーで　笑顔咲く　　　　橋本　優翔（白鷹中１年）
　　　　　　　あいさつで　防げる犯罪　つくれる笑顔　　　　　奥山　結衣（白鷹中２年）
　　　　　　　一言の　優しい言葉で　元気づく　　　　　　　　髙橋　優真（白鷹中３年）
　　　　　　　「支え合い」　あなたもできる　ボランティア　　　鈴木　千種（白鷹中３年）

第68回 
“社会を明るくする運動” 
  作文・標語コンテストの結果

［ 西置賜地区  作文・標語コンテスト ］
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎85-6120

町長交際費
町長の主な動静 11月 11月
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容 支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

　町内小中学校の給食に、JA山形おきたま農政対策白

鷹本部様より新品種山形県産雪若丸の新米 100kg を寄

贈いただきました。丹精込めて作った雪若丸を子どもた

ちに味わってもらいたいというご厚意によるものです。

　今年本格的にデビューした雪若丸は、粒がしっかりし

ていてカレーやチャーハンに向いているというアドバイ

スをいただき、12月６日の学校給食で特別メニュー「カ

ツカレー」としていただきました。カツも山形県産豚肉

のロースを使用し、県内産にこだわりました。改めて地

元のたくさんの方々に支えていただいて学校給食が成り

立っていることを実感しました。子どもたちの健やかな

成長を願い、地元の農産物の本物のおいしさを味わって

もらいたいとご協力いただいた皆様、誠にありがとうご

ざいました。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― ―
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